
宮城県葬祭業協同組合御中 

株式会社舟屋葬祭 

代表取締役吉田昇洋 

終活セミナー報告書 

１：開催場所 

 気仙沼市東新城 新城想雲 

２：日時 

平成２６年３月 1 日（日）10 ：00 ～13 ：00 

３：集客方法 

三陸新報新聞広告２回 掲載（30,000 部） 

会員ＤＭ 

４：参加人数 25 名 

５：総括 

セミナー内容は『先祖供養』と『エンディグノートの書き方』と『気仙沼地方の葬儀事情

について』の３部構成で行いました。 

開会に続き（株）舟屋葬祭社長吉田昇洋の先祖供養の方法と家系図のつながりの次に 

（株）舟屋葬祭 小野寺稔が気仙沼市の葬儀の流れについて 説明をしました。 

火葬・通夜・葬儀の順がほとんどと話しましたなら 『順を変えての葬儀は出来るのか？』

などと質問を頂きました。 

３部として終活の生かす 『エンディングノートの書き方を』みやぎ生協 髙島恵美子が

丁寧に説明をしました。 

終了後自由参加で、館内見学や今の自分の写真残しましょうと写真撮影会を行いました。

写真撮影までお立ち会い頂けたのが良かったです。 

個別の相談としまして 無宗教の葬儀で送ることができるか？ 

自分の葬儀を親族に迷惑かけないで 自分の財産だけで送ってほしい等の質問を頂きまし

た。この質問より次回は相続・贈与・財産整理についての専門士を講師にセミナーを開催

いたしたいと思います。 

また今後も定期的に行う事より、人々が抱いてる人生の終末期における不安を取り除き、

地域の皆様に対してよりい人生を送っていただくめのお手伝人生を送っていただくお手伝

人生を送っていただくめのお手伝人生をのお手伝続けていく続けていく事が地域社会への

貢献となるのではとなるのではとなるのではとセミナーで実感でした。 
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